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学校概要 

 

 1. 学校名 :       大阪教育大学附属池田小学校 

 

 2. 所在地 :       大阪府池田市緑丘 1-5-1 

 

 3. 郵便番号 :      563-0026 

 

 4. 電話番号 :      072-761-3591 

 

 5. Fax 番号 :      072-761-3594 

 

 6. E-Mail :       ikeda-e@cc.osaka-kyoiku.ac.jp 

 

 7. Website :       www.ikeda-e.oku.ed.jp 

 

 8. 通学区域 :      池田市, 豊中市, 箕面市, 吹田市, 大阪市,  

          川西市, 伊丹市, 宝塚市, 猪名川町 

 

 9. 校長 :       佐々木 靖  

 

10. 副校長 :       荒川 真一 

 

11. 主幹教諭 :      土本 純平 

 

12. 連絡担当者 :      奈良 真行 

 

13. 担当者職名 :      学校安全主任 

 

 

学校統計 

 

 1. 児童数 :       613 名 

 

 2. 在籍児童年齢 :     6 歳～12 歳 

 

 3. 常勤教員 :      27 名 

 

 4. 非常勤教員 :      4 名 

 

 5. 職員 :       10 名 

 

 6. 校種 :       小学校（国立） 
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航空写真（平成 20 年 5 月撮影） 
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本校教育の概要 

 

1. 本校の任務 

① 義務教育として行われる普通教育のうち基礎的なものを行う 

② 大阪教育大学との共同による学校教育と生涯学習の実践的研究 

③ 大阪教育大学の学部生と大学院生の教育実習と実地研究指導 

④ 公立学校との実践的研究交流など、地域社会との連携・協力 

⑤ 学校が安全で安心できる場所とするための安全教育の実践と発信 

 

2. 本校の教育目標 

① 自ら進んで学び、生活をきりひらく主体的な意欲と能力の育成 

② 好ましい人間関係を育てることによる集団的資質と社会性の育成 

③ 自他の生命を尊重し、社会の平和と発展を希求する心情の育成 

④ 健康の増進と、明るくたくましい心身の育成 

⑤ 安全な社会づくりに主体的に参画する人間の育成 

 

3. 本校の沿革（学校安全関係） 

 

1909/04/12 創立（池田市建石町）  

1919/03/31 大阪府池田師範学校附属池田小学校と改称 

1939/08/22 鉄筋新校舎へ移転（池田市城南町 60） 

1947/06/16 ＰＴＡ発足 

1951/04/01 大阪学芸大学附属池田小学校と改称 

1953/10/19 現在地に校舎を移転 

1967/06/01 大阪教育大学附属池田小学校と改称 

1973/04/01 大阪教育大学教育学部附属池田小学校と改称 

2001/06/08 侵入者による殺傷事件（児童 8 名が亡くなり、児童 13 名と教員 2 名が負傷する） 

メンタルサポートチーム設置 

2001/08/06 池田キャンパスの小中高合同で第 1 回不審者対応訓練実施 

2001/08/27 仮設校舎（池田市城南 3-1-1）で学校再開 

登校時の PTA 立ち当番開始 スクールバス運行開始 
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2002/02/28 子どもたちの祈りと誓いの集い 

2002/06/08 祈りと誓いの集い（以後、毎年 6 月 8 日に行う） 

2004/02/28 本校舎新改築工事終了 

2004/04/01 大阪教育大学附属池田小学校と改称 

現校舎（池田市緑丘 1-5-1）で学校再開 

2004/06/08 祈りと誓いの塔完成・除幕式 

2008/11/01 創立 100 周年記念式典挙行 

2009/02/23 文部科学省教育課程特例校 

2009/04/01 「安全科」新設 

2009/10/01 書籍「いのちの教育」を刊行 

2010/03/05 WHO International Safe School に認証 International Safe School 宣言発表 

2010/08/21 PTA を対象とした普通救命講習開始 

2011/02/10 研究冊子「とごころ」を発刊 

2011/02/10 不審者対応訓練を研究発表会で公開 

2011/06/08 児童殺傷事件以降の 10 年間の安全の取り組みを保護者・市民に公開 

2011/09/07 第 20 回世界セーフコミュニティ会議 スウェーデン で学校安全の取り組みを発表 

2013/02/23 不審者対応訓練を研究発表会で公開（これ以降毎年 1 回公開を継続 2018 現在） 

2013/03/05 WHO International Safe School に認証 

第 21 回 セーフコミュニティ国際会議 メキシコ・メリダ市 で学校安全の取り組みを発表 

2014/05/13 第 7 回アジア地域 SC 会議 韓国・釜山市 で学校安全の取り組みを発表 

2015/03/06 Safety Promotion School に認証予定 

2016/4/16 小中学校国際教育国際検討会 台湾 で学校安全の取り組みを発表 

2016 登校見守りだけでなく下校見守りを開始（PTA） 

2016/5 プールの日よけ設置（熱中症と直射日光による肌へのダメージの防止のため） 

2017/4 登下校見守り時のベストの着用開始（視認性を向上させ見守りの効果を高めるため） 

2017/5 プール外周のシートの張り替え（危険防止のため滑りにくく視認性が高いものへ） 

2017/11 書籍「学校における安全教育・危機管理ガイド」を刊行 

2018/3 Safety Promotion School に再認証予定 
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セーフティ プロモーション スクールの７つの指標

指標１： 学校内に、学校安全に関わる活動の中核を担う「学校安全コーディネーター」等を設

置し、その「学校安全コーディネーター」を中心とする学校安全推進のための委員会

（以下「学校安全委員会」）が設置されている。

なお学校安全委員会は、「学校安全コーディネーター」のほか、校長・教頭等の学校

管理職を含む教職員の代表、児童生徒の代表、PTA 代表、学校を管轄する地域の警

察署・消防署の代表、学校のある地域自治会の代表、スクールガードリーダー等の学

校ボランティアの代表等から構成されていることが望ましい。

指標２： 学校において、「生活安全」・「災害安全」・「交通安全」の分野ごとに、「安全教育」・「安

全管理」・「安全連携」の領域（「３領域」と表記）の学校安全推進のための「中期目

標・中期計画（３年間程度）」が立案されている。

指標３： 学校安全委員会において、「中期目標・中期計画」に基づいた学校独自の学校安全推

進のための「年間計画」が策定されている。

指標４： 策定された「年間計画」に基づいて、学校安全委員会を中心に、学校関係者が参加し

て、学校安全推進のための活動が年間を通じて継続的に実践されている。

指標５： 学校安全委員会において、実践された学校安全推進に関わる活動の成果が定期的に報

告され、それぞれ明確な根拠を基に活動に対する分析と評価が行われている。

指標６： 学校安全委員会における次年度の「年間計画」の策定にあたって、それまでの活動成

果の分析と評価を参考に、当該校における学校安全に関わる実践課題の明確化と「年

間計画」の改善が取り組まれている。

指標７： 学校安全推進に関わる活動の成果が、当該学校関係者に共有されるよう広報するとと

もに、「協働」の理念に基づいて、国内外の学校への積極的な活動成果の公開と新た

な情報の収集に努めている。
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指標１：学校安全委員会 

役職 

委員長 学校安全コーディネーター ・学校安全主任

委員 教職員代表 ・学校長 ・副校長 ・主幹教諭

・養護教諭

委員 児童代表 ・6 年生代表 2 名 ・5 年生代表 2 名

委員 PTA 代表 ・ＰＴＡ会長 ・ＰＴＡ安全部会長

委員 警察関係者 ・池田警察署 生活安全課長

委員 消防関係者 ・池田消防署 署長

委員 市町村危機管理部局関係者 ・池田市役所危機管理課 安全管理担当監

委員 地域自治会代表 ・鉢塚町内会 副会長

委員 大阪教育大学 ・学校危機メンタルサポートセンター長

指標２：セーフティプロモーションスクール活動の中期目標・中期計画 

（平成 27 年 3 月の目標・計画および達成状況） 

分野 中期目標・中期計画 達成状況

生活安全

・外傷予防

・犯罪予防

・危険個所の発見及び遊具等の施設及び設備

の改善に努める。 

→低学年の頭部打撲事故を 50％以下にする。

・休憩時間の怪我を現在の半分以下にする。

→20分休憩と昼休憩の怪我の発生を 200件以

下におさえる。 

・教職員、児童、保護者が合同で防犯及び地

震の避難訓練を行う。 

・救命・外傷予防や不審者対応に関わる施設

及び設備を一層充実させる。

・月に 1 度の安全点検を継続的に実施するこ

とで、危険個所を早期に発見し改善した。 

→低学年の頭部打撲は 18％減少した。

・休憩時間の重大な怪我の発生件数は減った

が、数値目標を達成することはできなかった。 

・教職員及び児童合同での訓練を実施するこ

とができた。今後は保護者を含めての訓練を

行っていく。 

・AED の更新やプールでの熱中症予防のた

めの施設及び設備の新設を行った。 



指標１：学校安全委員会 

役職 

委員長 学校安全コーディネーター ・学校安全主任

委員 教職員代表 ・学校長 ・副校長 ・主幹教諭

・養護教諭

委員 児童代表 ・6 年生代表 2 名 ・5 年生代表 2 名

委員 PTA 代表 ・ＰＴＡ会長 ・ＰＴＡ安全部会長

委員 警察関係者 ・池田警察署 生活安全課長

委員 消防関係者 ・池田消防署 署長

委員 市町村危機管理部局関係者 ・池田市役所危機管理課 安全管理担当監

委員 地域自治会代表 ・鉢塚町内会 副会長

委員 大阪教育大学 ・学校危機メンタルサポートセンター長

指標２：セーフティープロモーションスクール活動の中期目標・中期計画 

（平成 27 年 3 月の目標・計画および達成状況） 

分野 中期目標・中期計画 達成状況

生活安全

・外傷予防

・犯罪予防

・危険個所の発見及び遊具等の施設及び設備

の改善に努める。 

→低学年の頭部打撲事故を 50％以下にする。

・休憩時間の怪我を現在の半分以下にする。

→20分休憩と昼休憩の怪我の発生を 200件以

下におさえる。 

・教職員、児童、保護者が合同で防犯及び地

震の避難訓練を行う。 

・救命・外傷予防や不審者対応に関わる施設

及び設備を一層充実させる。

・月に 1 度の安全点検を継続的に実施するこ

とで、危険個所を早期に発見し改善した。 

→低学年の頭部打撲は 18％減少した。

・休憩時間の重大な怪我の発生件数は減った

が、数値目標を達成することはできなかった。 

・教職員及び児童合同での訓練を実施するこ

とができた。今後は保護者を含めての訓練を

行っていく。 

・AED の更新やプールでの熱中症予防のた

めの施設及び設備の新設を行った。 

6



分野 中期目標・中期計画 達成状況

災害安全

・地震対策

・風水雪害対策

・火災予防

・防災倉庫の備品の充実を進める。

・災害発生後の保護者との連絡方法や引き渡

し方法等を確立する。 

・登下校時に発生した自然災害に適切に対応

するシステムを構築する。 

・教職員、児童、保護者が合同で防犯及び地

震の避難訓練を行う。

・備品の更新を行った。

・必要に応じて一斉メール配信や HP等で下校

の方法を連絡した。 

・登下校中の J アラートへの対応について指

導した。 

・教職員及び児童合同での訓練を実施するこ

とができた。今後は保護者を含めての訓練を

行っていく。 

交通安全

・被害予防

・加害予防

・学校行事等に地域住民を積極的に招待し、

地域との交流をより一層進める。 

・道徳教育の充実を図り、社会の一員として

の自覚を促すとともに、高学年児童を中心と

して、マナー向上を目指した取り組みを行う。 

→年間 50日～100日の下校当番を実現する。

・運動会や餅つき大会などに招待するととも

に、地域の清掃に参加し交流を深めた。 

・道徳専科を導入し、道徳教育の充実を図っ

た。 

→PTAによる下校見守り当番を平成 28年度よ

り実施している。 

（平成 30 年度からの中期目標・計画） 

分野 中期目標・中期計画

生活安全

・外傷予防

・犯罪予防

・危険個所の発見及び遊具等の施設及び設備の改善に努める。

→低学年の頭部打撲事故を平成 29年度の 70％以下にする。

・休憩時間の怪我を減少させる。

→20分休憩と昼休憩のけがの発生を平成 29年度の 70％以下におさえる。

・保護者と連携しての防犯及び地震の避難訓練を行う。

・救命・外傷予防や不審者対応に関わる施設及び設備を一層充実させる。

災害安全

・地震対策

・風水雪害対策

・火災予防

・防災倉庫の備品の充実を進める。

・災害発生後の保護者との連絡方法や引き渡し方法等を保護者と共有する。

・登下校時に発生した自然災害に適切に対応できるよう安全教育を行う。

・保護者と連携しての防犯及び地震の避難訓練を行う。

交通安全

・被害予防

・加害予防

・学校行事等に地域住民を積極的に招待し、地域との交流を継続的に実施する。

・道徳教育の充実を図り、社会の一員としての自覚を促すとともに、安全教育の一環として

児童が中心となってマナー向上を目指した取り組みを行う。 

・PTA による下校見守りを継続して行う。
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指標３：セーフティ プロモーション スクール活動の年間計画（平成２９年度） 

分 野 領 域 年間計画

生活安全

・外傷予防

・犯罪予防

安全教育

○児童自身が外傷予防に取り組もうとする態度を育成する。

○安全科の授業を通して、児童の危険予知能力を高める。

○児童と教職員が不審者対応訓練を実施し、非常事態に備える意識を高める。

安全管理

○警備計画や校内安全規則に基づき、校内の危険箇所を減少させる。

○日直が校内を巡回し、危険な行動を防ぐ。

○メール送信システムや欠席連絡システムを活用し、学校と保護者の連絡が迅

速に行えるようにする。 

○消防署や病院との連携を深め、救急搬送が迅速に行えるようにする。

安全連携

○不審者対応訓練や普通救命講習を通して教職員・保護者の救命救急スキルを

高める。 

○学校安全委員会の場で学校の取り組みに対する外部からの評価を受ける。

○不審者対応訓練の内容を DVD に収め、各学校に配布する。

災害安全

・地震対策

・風水雪害対策

・火災予防

安全教育

○地震・火災・水難の避難訓練を定期的に実施し、児童の防災スキルを高める。 

○自然災害時の対応について、安全科の授業で系統的に取り組む。

○地区別下校を行い災害時に高学年中心に安全に下校できるようにする。

安全管理

○消防計画や防災組織編成に基づき、教員がそれぞれの役割を果たす。

○災害で下校できない状況を想定し、食料を備蓄する。

○災害時における保護者への連絡方法の周知・徹底を図る。

安全連携

○普通救命講習を実施し、教職員や保護者の救命救急スキルを高める。

○学校安全委員会の場で学校の取り組みに対する外部からの評価を受ける。

○池田消防署員との連携による安全教育の実施

交通安全

・被害予防

・加害予防

安全教育
○安全に登下校しようとする態度を育成する。

○社会の一員としての自覚をはぐくむことで、登下校マナーを向上させる。

安全管理

○駅から学校まで安全な経路を通学路として定める。

○日直が登下校時に通学路を巡回し、安全を確保する。

○学校に入った連絡を通学路にいる日直に速やかに伝わるようにする。

安全連携
○保護者や地域の協力を得て登下校の安全が確保するように努める。

○池田警察署員と連携した安全教育の実施
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指標４：セーフティ プロモーション スクール活動の実践（平成２９年度） 

分野 領域 活動・実践の内容 

生活安全 

・外傷予防

・犯罪予防

安全教育 

・けがをした児童が、自分で発生場所や時刻を PC に入力する。

・児童と教職員が、不審者が侵入したという想定で避難する。

・安全科のカリキュラムに従い、安全科の授業で学年に応じた防犯教育

に取り組む。 

・栄養教諭・養護教諭と担任が、食育の一部として食の安全を指導する。 

安全管理 

・児童が安全に学校生活を送ることができるように各種規則を定める。 

・毎月 1 回、担当場所の施設設備及び遊具の安全点検を行う。

・緊急時及び下校時刻の変更時に全保護者に一斉にメールを送信する。 

・登下校時に日直および保護者が巡回指導を行う。

安全連携 

・各学年の生活指導上の問題点等を教員全体で共有する。

・不審者が侵入した想定で、犯人確保や救命活動の実地訓練を行う。

・保護者や児童に学校の教育活動に対するアンケート調査を行う。

災害安全 

・地震対策

・風水雪害対策

・火災予防

安全教育 

・通学許可範囲を 21 の地区に分け、地区ごとに下校する体制を整える。 

・児童と教職員が、地震や火災が発生したという想定で避難する。

・安全科のカリキュラムに従い、安全科の授業で学年に応じた防災や

火災、水難等に関わる教育に取り組む。 

安全管理 

・火災の予防や児童の安全確保のため、消火設備等の点検を行う。

・不審者、地震、火災、風水害に対応するための役割分担を行う。

・緊急性を 4 段階に区分し、各段階で下校方法を定める。

・登下校時に J アラートが発令された時の対応の仕方を児童・保護者

に周知する。 

・災害により下校困難となった場合に備えて、2 日分の食料を備蓄する。 

・プール水泳期間中、毎時間の指導内容及び安全点検結果を記入する。 

・地震発生を感知し、地震波が到達するまでの時間を放送で知らせる。 

安全連携 

・プール水泳指導のあり方についての意見交換及びプールの安全点検

を行う。 

・海水浴中の事故防止策や津波が到来した場合の避難経路を確認する。 

交通安全 

・被害予防

・加害予防

安全教育 

・登下校時の安全確保のため、教員や保護者が通学路の複数個所に立

って指導する。 

・池田警察署の協力により、警察官が新 1 年生に交通安全を指導する。 

安全管理 ・1 年生に限り、登校時にスクールバスで池田駅から学校まで送る。

安全連携 

・毎日輪番制で、6 名の保護者が決められた場所に立って児童の安全確

保を行う。 

・保護者（当番制）が、下校時に通学路を巡回指導する。

・池田市職員が、青色灯をつけた車で登下校時にパトロールする。
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指標５：セーフティ プロモーション スクール活動の評価（平成２９年度） 

分野 領域 評価方法

生活安全

・外傷予防

・犯罪予防

安全教育

・怪我等による来室する児童の減少はならなかったが、重大な怪我は減

少傾向になる。

・児童を含めての不審者対応訓練を適切に実施した。

・安全教育のカリキュラムに基づいて安全科の授業を実施した。

安全管理

・安全点検に基づいて、修理個所の補修を行った。

・プール外周のシートの張り替えを行い、事故の防止に努めた。

・保護者へのメールを必要に応じて配信した。

・日直・保護者による登下校時の見回りを行った。

安全連携

・児童に生活指導上の問題があった際には職員全体で共有を図った。

・通学路近くでの不審者情報に対して、関係機関と連絡を取り児童の

安全確保に努めた。

・不審者対応訓練は通常の訓練に加え、2 月の教育研修会で公開の不審

者対応訓練を実施した。

・児童・保護者を対象に学校教育診断を行った。

災害安全

・地震対策

・風水雪害対策

・火災予防

安全教育

・地区別下校を年 5 回実施した。

・地震・火災の避難訓練を計 3 回行った。

・安全科のカリキュラムにしたがって計画的に指導を行った。

安全管理

・消防点検を定期的に実施。

・学校安全の手引きを作成し、訓練や点検を計画的に行った。

・J アラート発令時の対応について、児童・保護者に周知した。

・プール期間中の安全点検を記録した。

・緊急地震速報の装置を活用し、避難訓練を行った。

安全連携

・プール実施前の安全管理委員会の実施や設備点検を行った。

・臨海学舎実施前の安全に関わる訓練や打ち合わせの実施。

交通安全

・被害予防

・加害予防

安全教育
・保護者と連携し、登下校時の指導を行った。

・安全科の授業のほか、池田警察署員による交通安全指導を行った。

安全管理
・スクールバスを運行し、1 年生の登校時の安全を図った。

・日直による登下校時の見守りを行った。

安全連携
・保護者（当番制）による登下校時の見守りを行った。

・池田市危機管理課による登下校時の安全パトロールを実施した。



指標６：セーフティ プロモーション スクール活動の改善（平成２９年度） 

分野 領域 課題への対応と改善

生活安全

・外傷予防

・犯罪予防

安全教育 ・生活安全や防犯に関わる更なる教材開発を行う。

安全管理

・校内でのけが発生状況を分析し、施設・設備の改善を図る。

・安全科の授業の一環として、児童が中心となり校内の安全について

啓発できる活動をおこなう。

安全連携 ・不審者対応訓練の今までの反省等を分析し、さらなる充実を図る。

災害安全

・地震対策

・風水雪害対策

・火災予防

安全教育 ・防災等に関わる更なる教材開発を行う。

安全管理
・防災倉庫内の備品の更新を続ける。

・安全点検を通じて、災害時に危険な箇所の改善を図る。

安全連携
・様々な行事を通じて池田市や地域自治会と交流を深め、緊急時にス

ムーズに連携できるあり方を検討する。

交通安全

・被害予防

・加害予防

安全教育

・児童の実態を踏まえ、交通安全に関わる更なる教材開発を行う。

・学習の成果をもとに主体的な児童の行動を促す。

・道徳教育を推進し、社会の一員としての自覚を児童が高めることで、

マナーの向上に努める。

安全管理
・中学、高校やＰＴＡと連携し、通学路の安全点検を行い、立ち当番

の配置などについて再検討を行う。

安全連携
・池田警察との連携を活かした交通安全指導の充実を図る。

・PTA の登下校見守りの継続的な実施を行う。
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指標７：セーフティ プロモーション スクール活動の共有（平成２９年度） 

分野 領域 成果の共有と協働 

生活安全 

・外傷予防

・犯罪予防

安全教育 

・10 月および 2 月実施の本校教育研修会において安全科の授業実践につ

いて発信した。 

・書籍「学校における安全教育・危機管理ガイド」を刊行した。

・文化発表会において、児童が学習の成果を保護者等に対して発表を行

った。 

安全管理 

・不審者対応訓練のＤＶＤを作成し、視察や講演時に配布した。

・教育研修会において不審者対応訓練を公開した。

・今年度の取り組みについて職員会議等で報告・交流した。

安全連携 

・国内外より学校視察の受け入れを行った。

・学校および教育委員会主催の研修会において、学校安全についての

講演を行った。 

・今年度の取り組みついて学校安全管理委員会において報告した。

災害安全 

・地震対策

・風水雪害対策

・火災予防

安全教育 

・10 月および 2 月実施の本校教育研修会において安全科の授業実践につ

いて発信した。 

・書籍「学校における安全教育・危機管理ガイド」を刊行した。

安全管理 ・今年度の取り組みについて職員会議等で報告・交流した。

安全連携 

・国内外より学校視察の受け入れを行った。

・今年度の取り組みついて学校安全管理委員会において報告した。

交通安全 

・被害予防

・加害予防

安全教育 

・10 月および 2 月実施の本校教育研修会において安全科の授業実践につ

いて発信した。 

・書籍「学校における安全教育・危機管理ガイド」を刊行した。

安全管理 ・今年度の取り組みについて職員会議等で報告・交流した。

安全連携 

・国内外より学校視察の受け入れを行った。

・今年度の取り組みついて学校安全管理委員会において報告した。
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学年別１日平均保健室（怪我による）来室者数  平成 28（2016）年度 
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来室者の集計は以下のようなソフトを用いて記録している。児童が自分で入力できるようになって

いる。 
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学年別安全教育カリキュラム 

2017年 11月に出版した書籍「学校における安全教育・危機管理ガイド」より 
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安全科の授業例 

2017年 11月に出版した書籍「学校における安全教育・危機管理ガイド」より 
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写真…安全教育（安全学習及び安全指導） 

 

  

交通安全教育 生活安全教育（犯罪予防） 

  

地震避難訓練 地震避難訓練 

  

水難安全教育（着衣水泳） 1 年交通安全教室 

  

けがしらべ 給食指導（親子給食） 
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写真…安全管理（対人管理及び対物管理） 

 

  

プール改修（日よけ・シート張替） 欠席連絡システム 

  

防災倉庫 運動場用校内電話 

  

デジタルなまず 緊急時対応マニュアル 

  

スクールバス 熱中症予防モニター 
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写真…安全連携（PTA活動及び地域資源との連携） 

 

  

不審者対応訓練 防犯講習会 

  

教職員普通救命講習 PTA普通救命講習 

  

PTA登校見守り PTA下校見守り 

  

学校視察 池田市安全パトロール 
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